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１．地球温暖化の原因



地球温暖化の仕組み

化石燃料を使用して多くのCO2を排出した結果、熱が宇宙に逃げにくくなり、地球温暖化が進行
しました。

出典：～栃木県環境学習教材～ とちぎ未来ファンタジー



地球温暖化の将来予測

 21世紀末に最大で4.8℃上昇すると予測されています。

出典：IPCC AR5 WG1 政策決定者向け要約 図 SPM.7

世界の平均気温の変化の予測
（1986年～2005年を基準とした21世紀末の変化）

現状を上回る温暖化対策
をとらなかった場合、

2.6～4.8℃上昇

気温上昇を低く抑えるための対策をとった場合、0.3～1.7℃上昇



人為起源のCO2排出量

産業革命以降、CO2は増加傾向が続いており、特にアジアの排出量が急増しています。

出典：IPCC AR5 WG3 TS TS.2
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※このグラフが対象とした人為起源のCO2とは、化石燃料の燃焼、燃料の漏出、セメント生産、林業・土地利用



日本のCO2排出量の推移

高度経済成長期に急増し、90年代に再び増加傾向となりました。
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出典：オークリッジ国立研究所、国立環境研究所ガスインベントリオフィスより作成
備考：エネルギー起源CO2排出量



２．地球温暖化の影響



世界で起きている現象

最近、地球温暖化による気候変動の影響と思われる災害などが、世界中で発生しています。

出典：一般社団法人 日本貿易会「エコな未来のヒント」



栃木県で起きている現象

地球温暖化による気候変動の影響と思われる災害などが、栃木県でも数多く発生しています。

影響は、確実に私たちの生活に及んでいます

豪雨による大規模な山地災害（栃木県宇都宮市・鹿沼市）

大規模な台風の発生（令和元年東日
本台風）（NASA）

豪雨による市街地の浸水被害
（栃木県佐野市）

熱中症リスクの増加
（栃木県市貝町）

感染症媒介生物の生息域・活動期
間が拡大（国立感染症研究所）

スキー場などのレジャー施設
での雪不足（栃木県那須町）

海水温の上昇 等

水蒸気量の増加

海面上昇

気温上昇

降雪量の減少

極端な乾燥

降雨パターンの変化

シカ・ヤマビルの生息域拡大
（栃木県日光市・佐野市）

豪雨による河川の決壊（栃木県佐野市）

農作物（水稲や梨等）の品質低下
（栃木県芳賀町）

P

出典：2050年とちぎカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ



地球温暖化の進行を止めるには

地球温暖化の進行を止めるには、CO2排出量を削減する必要があります。

日本におけるCO2排出量の割合は、発電等（エネルギー転換部門）が約４割を占めています。

発電等からのCO2排出量を削減するため、再生可能エネルギーの積極的な活用が重要となります。

出典：JCCCA「4-4 日本の部門別二酸化炭素排出量(2020年度)」



３．再生可能エネルギーとは



再生可能エネルギーとは①

 太陽光、風力、水力などから生まれる自然の力を活用したエネルギーのことです。

出典：経済産業省資源エネルギー庁（2022）「再生可能エネルギー固定価格買取制度ガイドブック」

再生可能エネルギーを利用した代表的な発電方法



再生可能エネルギーとは②

出典：経済産業省資源エネルギー庁（2022）「再生可能エネルギー固定価格買取制度ガイドブック」



再生可能エネルギーのメリット①

 CO2を排出しない、とても環境にやさしく安全でクリーンなエネルギーです。

出典：中国電力「環境問題について考えてみよう発電と二酸化炭素」



再生可能エネルギーのメリット②

 再生可能エネルギーは自然の力を活用するため、エネルギー源が枯渇しません。

 化石燃料は有限な上、海外依存度が高いため社会情勢に強く影響されます。

出典：経済産業省資源エネルギー庁HP「【1-1-6】世界のエネルギー資源確認埋蔵量」



再生可能エネルギーのメリット③

 国内にある自然エネルギーを利用した、純国産エネルギーです。

１次エネルギー供給構成（2019年度）

68％化石燃料依存度

一部を再エネに代替することで、化石燃料依存度が低下
⇒お金が国内を循環し、地域経済の活性化につながる

毎年、20兆円ほど海外へお金が流出

１次エネルギー供給構成見通し（2030年度）

出典：経済産業省資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」の2019年度確報値

出典：経済産業省資源エネルギー庁「2030年度におけるエネルギー需給の見通し」をもとに作成



再生可能エネルギーのメリット④

 災害時に停電した時でも電気を使用することができます。

出典：環境省資料から抜粋



再生可能エネルギーのデメリット①

再生可能エネルギーは季節や天候によって発電量が変動します。

電気を安定して使うには、常に発電量（供給）と消費量（需要）を同じにする必要があるため、
再エネの発電量の上下に対応できる火力発電や蓄電池などで、発電量と消費量のバランスをとる
必要があります。

出典：経済産業省資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」の2019年度確報値」



再生可能エネルギーのデメリット②

 電源単体で見れば同程度のものもありますが、統合コスト（※）を考慮すると再生可能エネル
ギーは、現在の火力発電よりも発電コストが高いです。

※統合コスト：電源を電力システムに受け入れるコスト

 ただし、再エネの導入が進むほど統合コストは下がるため、発電コストは火力発電に近づきます。

出典：経済産業省資源エネルギー庁「電気をつくるには、どんなコストがかかる？」

（円/kWh）

■電源単体で試算した発電コスト

●統合コストの一部を考慮した発電コスト

再エネの導入目標が達成された場合の2030年度の発電コスト



４．将来の見通し



エネルギー政策の基本方針

安全性（Safety）を大前提とし、自給率（Energy Security）、経済効率性（Economic 
Efficiency）、環境適合（Environment）を同時に達成するS+3Eを基本政策とします。

全ての面で優れたエネルギーはないので、エネルギー源ごとに強みが最大限発揮され、弱みが

補完されるようなエネルギー供給構造を実現することが大切です。

出典：経済産業省資源エネルギー庁「エネルギーの今を知る10の質問」



再生可能エネルギーの導入状況

日本の発電電力量にに占める再生可能エネルギー比率は18％です。（2019年度）

出典：IEA「Data Services」、各国公表情報より経済産業省資源エネルギー庁作成



将来のエネルギー需給の見通し

 2030年度の一次エネルギー供給は、再生可能エネルギー比率を22～23％程度と見通しています。

電源構成は、再生可能エネルギー比率を36~38％程度と見通しています。

出典：経済産業省資源エネルギー庁「エネルギーの今を知る10の質問」



再生可能エネルギー目標導入量

 2030年度のエネルギーミックスでは、3,300~3,500億kWhの再エネ導入を目指しています。

太陽光発電のみでなく、風力発電の導入拡大などを強化していく予定です。

出典：経済産業省資源エネルギー庁「エネルギーの今を知る10の質問」



栃木県気候変動適応センター

Twitter はじめました。


